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[主張]　建國祭の朝

　二月 (がつ)十一日紀元 (げん)節 (せつ)。これは皇 (こう)紀二千六百年の建國 (けんこく)祭 (さい)の日である。この朝 (あさ)はわが一億 (おく)の民 (たみ)は一筋 (すじ)に感 (かん)謝 (しや)と懺 (ざん)悔 (げ)と祈 (き)願 (がん)とで過 (す)ごすべきである。
　世 (よ)に不 (ふ)仕 (し)合 (あはせ)な國 (こく)民 (みん)も多 (おほ)い。一々數 (かぞ)へ上 (あげ)なくても我 (われ)々は地 (ち)球 (きう)上 (じやう)到 (いた)る處 (ところ)に、或 (あるひ)は祖 (そ)国 (こく)を亡 (ほろぼ)されて、或 (あるひ)は戰 (いくさ)に敗 (やぶ)れて、不 (ふ)幸 (こう)に噎 (むせ)ぶ多 (おほ)くの民 (みん)族 (ぞく)の姿 (すがた)を觀 (み)る。然 (しか)るに我 (われ)々はなんと幸福 (こうふく)であらう。彌 (いや)榮 (さか)ゆる立 (りつ)派 (ぱ)な國 (くに)柄 (がら)の民 (たみ)として、戰 (たたか)へば勝 (か)つ國 (くに)の民 (たみ)としての、光 (くわう)榮 (えい)を享 (けう)樂 (らく)して居 (ゐ)るのである。この朝 (あさ)、神 (かみ)のおほまへに虔 (つつ)ましく拍 (はく)手 (しゆ)を打 (う)ち、宮城 (ぜう)に向 (むか)ひ奉 (たてま)つて等 (ひと)しく軀 (からだ)を曲めて、感 (かん)謝 (しや)の誠 (ま)心 (ごころ)を捧 (ささ)げまつらう。好 (よ)き國 (くに)の民 (たみ)に生 (せい)を禀 (う)けたことの如何 (いか)にありがたく、忝 (かたじけ)なきかをしみじみ感 (かん)じよう。
　天道 (てんどう)に親 (しん)はない。唯 (ただ)徳 (とく)あるものに與 (くみ)するのみである。日本 (につぽん)が肇 (てう)国 (こく)以 (い)來 (らい)榮 (さか)えに榮 (さか)えて今 (こん)日に至 (いた)つたのは、上 (かみ)御 (ご)一人 (にん)は申 (もう)すも畏 (かしこ)し、我 (われ)々の祖 (そ)先 (せん)が克 (よ)く天 (てん)道 (どう)を守 (まも)つた爲 (ため)である。決 (けつ)して日本 (につぽん)のみが天 (てん)の親 (しん)するところではないのである。であるから、今 (こん)日の日 (につ)本 (ぽん)の榮 (えい)光 (くわう)を喜 (よろこ)ぶものは、常 (つね)に歴 (れき)代 (だい)天 (てん)皇 (のう)の御 (み)稜 (い)威 (つ)と、祖 (そ)先 (せん)の徳 (とく)に感 (かん)謝 (しや)を捧 (ささ)ぐべきである。
　天 (てん)道 (どう)は至 (し)公 (こう)無 (む)私 (し)である。水 (みず)が低 (ひく)きに流 (なが)るゝが如 (ごと)く、火 (ひ)が上 (うへ)に燃 (も)え上 (あが)るが如 (ごと)くである。徳 (とく)ある方 (かた)に權 (けん)と威 (い)を授 (さづ)けて世 (よ)を治 (おさ)めたまふ。併 (しか)しながら、一旦 (たん)その徳 (とく)を失 (うしな)はんか、天 (てん)はその權 (けん)と威 (い)を奪 (うば)ひたまふのである。今 (こん)日天 (てん)は我 (わ)が日本 (につぽん)にアジアを治 (おさ)むる權 (けん)と威 (い)とをたまふた。それはわが大 (おお)君 (きみ)の御 (み)稜 (い)威 (つ)と、祖 (そ)先 (せん)の徳 (とく)によつてである。我 (わ)が國 (こく)民 (みん)はこの事 (じ)實 (じつ)に思 (おもひ)を致 (いた)さねばならない。感 (かん)謝 (しや)と喜 (よろこ)びの中 (なか)にも、悚惶 (そうこう)の情 (ぜう)を失 (うしな)つてはならない。
　天皇 (てんのう)は現人神 (あらひとがみ)にまします。十善 (ぜん)の天 (てん)子 (し)にまします。一億國 (おくこく)民 (みん)の徳 (とく)の理想 (りそう)にまします。天皇 (てんのう)には私 (わたくし)はあり得 (え)ない。徳 (とく)を失 (うしな)ふ虞 (おそれ)のあるものは唯 (ただ)われわれ下 (しも)の者 (もの)のみである。我 (われ)々國 (こく)民 (みん)にして徳 (とく)を失 (うしな)へば、皇 (こう)運 (うん)を扶翼 (ふよく)したてまつることは出來 (でき)ない。今 (いま)や帝國 (ていこく)は東亞 (とうよあ)新秩序 (しんちつじょ)建設 (けんせつ)と云 (い)ふ聖 (せい)戰 (せん)聖 (せい)業 (げう)に全力 (ぜんりよく)を盡 (つく)して居 (ゐ)るのであるが、この聖 (せい)戰 (せん)聖 (せい)業 (げう)が速 (すみ)やかに完 (くわん)成 (せい)するか否 (いな)かは一に仔 (かかつ)つて我 (われ)々國 (こく)民 (みん)の徳 (とく)――滅 (めつ)私 (し)奉 (ほう)公 (こう)の至 (し)誠 (せい)にあるのである。一億 (おく)國 (こく)民 (みん)擧 (こぞ)つて、單 (たん)に戰 (たたか)ふことに對 (たい)してのみ一心 (しん)であるだけでなく、支 (し)那 (な)四億 (おく)の民 (みん)衆 (しう)を愛 (あい)し敬 (けい)し、これに皇 (こう)道 (どう)の眞 (しん)意 (い)を徹 (てつ)底 (てい)させることに一心 (しん)でなくてはならぬ。一億國 (おくこく)民全體 (みんぜんたい)が、心 (こころ)の清浄 (せいぜう)なることに於 (お)いて神 (しん)官 (くわん)の如 (ごと)く、政 (せい)治 (ぢ)に於 (お)いて首 (しゆ)相 (そう)の如 (ごと)く、軍 (ぐん)事 (じ)に於 (お)いて総 (そう)司 (し)令 (れい)官 (くわん)の如 (ごと)く、外 (ぐわい)交 (かう)に於 (お)いて大公使 (だいこうし)の如 (ごと)く、防 (ぼう)共 (けう)防 (ぼう)諜 (てう)に於 (お)いて警 (けい)察 (さつ)官 (くわん)の如 (ごと)き心 (こころ)掛 (がけ)を以 (もつ)てかからねばならぬ。
　この建國 (けんこく)祭 (さい)に當 (あた)り、吾 (われ)々國 (こく)民 (みん)は懺 (ざん)悔 (げ)を基 (き)調 (てう)として、感 (かん)謝 (しや)と祈 (き)願 (ぐわん)を捧 (ささ)げよう。
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